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保育園・育成クラブ共に毎日の積み重ねを大切にしています。日々関わる大人が子どもの特性

を踏まえ環境を整え、子ども自身で伸びる力をサポートします。少しずつの繰り返しの中で成長

し、自信をつけることを大切にしています。 

 

＊問い合わせ先＊ 

山子屋保育園           山の子 LIVES（放課後児童育成クラブ） 

〒666‐0153               〒666‐0105 

川西市一庫字区田 3－1           川西市見野 2－24－9 山下見野ビル 2 階 

℡ 072‐795‐0373            ℡ 072-794-8375 

 ＊ホームページ＊  https://yamagoya-kawanishi.com 

やまごやしんぶん  ２０２４年.冬 

山子屋保育園 山の子 LIVES 

   川西市一庫字区田 3－1 

    ℡ 072‐795‐0373 

 

  

今年度から新型コロナウィルスが 5 類へ引き下がり、保育園でも行事や活動が盛んな年となりま

した。いろんな場所へ遠足に行ったり、給食の試食会を開催したり、大人も子どももにぎやかな笑い

声に包まれる時間が多かった 1 年となりました。今年度も残すところあとわずかです。このあたり

でも感染症等が猛威を振るっていますが、免疫力を上げ、新年度を迎えたいですね。 

 

 

 

 

 

 

                            

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三つ子の魂百まで 

 昔からある「三つ子の魂百まで」ということわざをご存知でしょうか。 

この言葉を聞いてどのように感じられますか。 

ことわざでは、この乳児期に培われた基礎の力が 100 歳まで続くということなので大変

な事です。乳児期は 2歳のイヤイヤ期はあるものの、可愛いくてたまらない時期でもあり

ます。まだまだ言葉でのコミュニケーションも取りにくく、出来ないこともたくさんあり

ますが、自我も芽生え意思疎通が取りやすくもなってきます。だからこそ、何でも言うこ

とを聞いたり、子どもから要求もないのに手や口をだし甘やかした結果わがままになり、

子どもが困らないようにと先回りして接していれば、ストレスに弱くなり大きくなってか

ら集中力・学習面含め様々な困難を乗り越える力も育ちません。 

では乳児期を将来のためにどう接すればいいのでしょうか。 

保育園で大切にしていることは 

 ・小さくても自分でできることは自分でする 

 ・主体性を育てることと同時に何でも思い通りにならないことを知り、周りの環境や人

との調和の中で生きていることを知る 

 ・生活習慣を整えることは心を整えることとつながっている 

などです。 

保育園での 1 歳児クラスの 1 日の様子を載せていますので、参考にしながら周りの大人

の関わり方のヒントになればと思います。 

 

 

習慣 

LIVES では習慣を大切にしています。正しい姿勢で座る、手を洗

う、宿題をする、自学に取り組むなどです。時には「やりたくない

な」となることもありますが、楽しい習慣とともに学習習慣も身に

つけ取り組んでいます。毎日決まった時間に活動があるので、子ど

もたちも見通しを持ってスケジュール管理ができるようになって

きました。毎日の小さな積み重ねは後の大きな力となっていきま

す。保護者の方より、良い習慣が身について学習・スポーツと意欲

的に取り組んでいると聞き、改めて習慣、時間管理の大切さを感じ

ています。 

デイキャンプ 

夏休みに能勢へデイキャンプに行ってきました。今年は天気も良

く川遊びを満喫。ゆっくり流れる川に身を任せ、みんなで浮いて 

みたり、カニや小魚を捕まえようと虫かご片手に潜ってみたりと、 

普段経験できないことを楽しみました。他にも森のプールで遊ん

だり、水風船投げやネイチャービンゴウォークラリーなど盛りだ

くさんの内容であっという間の 1 日となりました。 

帰りのバスでは疲れてウトウトする子も。 

夏休み最後の思い出となりました。 

 

                 

 


